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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
平
成
28
年
度
建
設
工
事
、設
計
・

調
査
・
測
量
、
土
木
施
設
維
持

管
理
業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
追
加
申
請
受
付

登
録
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日

受
付
期
間　

▼
新
規
申
請
＝
平
成
28
年
１

月
４
日
〜
22
日
（
消
印
有
効
）
▼
追
加
申

請
＝
平
成
28
年
１
月
４
日
〜
29
日
（
消
印

有
効
）

仏
申
請
書
類
を
郵
送
で
県
共
同
受
付
窓
口

へ※
概
要
、
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pref.

saitama.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
」
の
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
は
、
市
の
窓
口
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

物
財
政
課
☎
焚
４
４
５

償
却
資
産
の
申
告

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
１
月
22

日
（
法
定
期
限
は
１
月
31
日
）
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
中
に
事
業

を
廃
止
し
た
方
、
資
産
の
増
減
の
な
い
方

も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

申
告
も
で
き
ま
す
。
電
子
申
告
の
利
用
方

法
な
ど
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.eltax.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
…
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商

店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
や
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
が

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
（
自
動
車

税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
の
も
の
を

除
く
）

●
家
屋
調
査

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
た
場
合
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
算
出
す
る

た
め
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物
資
産
税
課
☎
焚
３
２
９

里
親
入
門
講
座

　

里
親
と
は
、
親
の
病
気
、
家
出
、
離
婚
、

虐
待
な
ど
、
親
が
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な

い
場
合
に
、
一
時
的
ま
た
は
継
続
的
に
子

ど
も
を
預
か
り
、
育
て
る
方
の
こ
と
で
す
。

腹
12
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

複
越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
（
草
加
市

西
町
425
―
２
）

淵
里
親
制
度
の
説
明
と
現
役
里
親
の
体
験

談払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
越
谷
児
童
相
談
所（
☎
975･

４
１
５
２
）へ

催
し
催
し

も
ち
つ
き
体
験
講
座

腹
12
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

複
資
料
館

覆
小
学
生
以
上

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
動
き
や
す
い
服

装払
20
人
（
申
込
順
）
※
参
加
者
以
外
の
方

は
入
室
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

沸
300
円
（
食
材
料
費
）

仏
12
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
997･

６
６
６
６
）

へ楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
ろ
う
！
ク
リ

ス
マ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

腹
12
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
成

払
20
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
１
０
０
０

科
学
あ
そ
び
「
手
作
り
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
」

腹
12
月
23
日
㈷　

午
後
２
時
〜
３
時　
　

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
空
き
び
ん
を
利
用
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
成

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
12
月
17
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
995･

６
２
１
５
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　

お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
あ
な
た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
ま
す
。
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
、
記
念

と
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。

腹
お
は
な
し
会
＝
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

午
後
３
時
〜
３
時
30
分
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の

お
迎
え
＝
１
月
11
日
㈷　

午
前
11
時
〜
午

後
５
時

複
八
幡
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

覆
中
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

払
15
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
12
月
17
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
995･

６
２
１
５
）
へ　

第
23
回
メ
セ
ナ
新
春
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
古
典
音
楽
の
集
い

腹
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
（
午
後
１
時
開
場
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
ロ
ビ
ー

淵
箏そ

う
き
ょ
く曲
、
長な

が

唄う
た

に
よ
る
邦
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト
（
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
後
に
展
示
室
で
お

茶
会
あ
り
）

出
演　

雅
の
会

払
80
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998･

２
５
０
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
中
級
講
座

腹
平
成
28
年
１
月
９
日
・
16
日
（
各
土
曜

日
）　

午
前
10
時
〜
正
午

複
ゆ
ま
に
て

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
原
則
16
歳

以
上
39
歳
未
満
の
勤
労
者
※
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
対
象
者
以
外
の
方
も
受
講
可

講
師　

元
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手弗
運
動
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
500
円
（
教
材
費
）

仏
12
月
15
日
か
ら
24
日
ま
で
に
、
ゆ
ま
に

て
（
☎
996･

０
１
２
３
）
へ

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
応
用
編
）

腹
平
成
28
年
１
月
17
日
・
24
日
、
２
月
７

日
（
各
日
曜
日
・
全
３
回
）　

午
前
10
時

〜
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
１

淵
日
本
語
の
教
え
方
な
ど

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
12
月
14
日
か
ら
平
成
28
年
１
月
15
日
ま

で
に
、
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
市
民
協
働
推
進
課
（
☎
焚

４
６
５
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スshimink

yodo@city.yashio.lg.jp

）
へ

同和問題の解決のために
人 権 そ れ は 愛

　「同和問題の解決は国の責務であり、同時に国民的課題」と位置づけ
た同和対策審議会答申が出されて、今年で50年になります。
　この答申を実現するための特別措置法により、生活環境改善などの面
で一定の成果をあげましたが、一部には住宅購入などの際に同和地区を
避けたり、差別につながる身元調査に肯定的な考えがあるなど、同和問
題は今もなお存在し、解決したとはいえない状況です。
　同和問題とは、歴史上人為的に作られてきた身分制度などに起因する
もので、同和地区の出身であることを理由に、結婚を反対されたり、就
職や日常生活の上でさまざまな差別を受けたりする重大な社会問題です。
　私たち一人ひとりがこの問題を決して避けてとおらず、家庭・学校・
職場・地域などで話し合い、偏見をもたず正しい認識をもつことが大切
です。50年の節目を迎え、これからも引き続き学び、考え、それぞれの
立場で取り組みを続けていくことが、同和問題をはじめとするさまざま
な人権問題の解決につながるのではないでしょうか。

　国では、世界人権宣言が国際連合総会で採択された1948年12月10日を
記念して、毎年12月4日から10日までを人権週間と定めています。

12月4日から10日までは
「人権尊重社会をめざす県民運動強調週間」です

物社会教育課☎焚365

物総務人事課☎焚253






































市職員を募集します

募集職種 募集人数 受験資格など

①一般事務
　（大学卒） 若干名 大学を卒業または平成28年 3 月31日までに卒業見込みの方で、平成元年

4月 2日以降に生まれた方

②栄 養 士 1人程度 栄養士の資格を有する方または平成28年 3 月31日までに資格取得見込み
の方で、昭和60年 4 月 2 日以降に生まれた方

③建築技師 2人程度 昭和60年 4 月 2 日以降に生まれた方

④土木技師 3人程度 昭和60年 4 月 2 日以降に生まれた方
※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する方は受験できません。

第1次試験  

腹平成28年1月9日㈯
淵①②教養試験および論文試験③④専門
試験および論文試験
合格発表　平成28年1月29日ごろ

第2次試験  

腹平成28年2月2日㈫～5日㈮のうちの指
定する日時
淵個別面接
合格発表　平成28年2月19日ごろ
採用予定日　平成28年4月1日（予定）

受験案内・申込書の配布  

　12月18日まで総務人事課で配布（土・
日曜日を除く）。郵送希望の方は、封筒
の表に「採用試験案内書請求」と朱書き
し、宛名を明記した角2サイズの返信用
封筒（140円切手を貼付）を同封して、
12月14日（消印有効）までに、総務人事
課へ

受付  

腹12月14日㈪～18日㈮　午前8時30分～
午後5時15分
複総務人事課※郵送での申し込みは不可


